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巻頭の辞 
「空転防止」第 964・64 合併号を手にとっていただきありがとうございます。まずは今年

度の埼大鐵研を支援ならびに協力してくださった方々に心よりの感謝を申し上げます。来

年度もどうぞよろしくお願い申し上げます。 

 

2022 年度は、むつめ祭や新歓旅行、夏旅行、コミセンと、従来通りの活動を感染に気を

付けつつ再び行っていくことができ、非常に喜ばしく充実した活動のできた 1 年でありま

した。OB・OG の皆様方が、これまで実施し続けてきた伝統を残しつつ、新たなライフスタ

イルに合わせながら、さらなる精進を目指し、鉄道の魅力を伝えていける活動を継続してい

けるように努めていきたい所存です。 

 

代も替わり、2023 年度が始まろうとしていますが、会員一人一人の個性を活かしていけ

るサークルにしていくとともに、鉄道をより身近に感じられる、多くの方に魅力を感じても

らえる、一つの文化としてさらに伝えていけるように、工夫を凝らしていき、さまざまな繋

がりを大切にしていきたいと思います。 

 

最後になりますが、本誌の発行をはじめとした当会の各種活動にご支援、ご協力いただい

ている OB・OG の皆様、各関係者の皆様、そして各会員に対し再度感謝の意を表し巻頭の辞

とさせていただきます。 

 

 

 

2023 年 2 月 
埼玉大学鐵道研究会 会長 

野上 恭佑 

（工学部新 4 年） 
 

 

 

 

 

 
 



 
第 73 回 むつめ祭報告 

3 

 

第 73 回 むつめ祭報告 
(むつめ担当)大山 陽哉 

(工学部 新 4学年）

1. 第 73 回むつめ祭概要 

 埼玉大学で伝統的に行われている学園祭

である「むつめ祭」。コロナウイルスの影

響もあり、2019 年以来の開催となりまし

た。埼玉大学鐡道研究会では、2019 年開

催の時と同じ場所である「教育 A棟 

325」という部屋を使い、展示を行いまし

た。展示内容は、主に「プラレール・鉄道

模型・発車メロディー」です。 

 

写真 1 むつめ祭会場の様子 

(撮影：鉄研の模型班某会員) 

 

また、むつめ祭本部の方で行われていた

「こども企画」というものにも参加させて

いただき、スタンプラリーを行いました。

これは、教育 A棟で行われている展示に行

くと、景品がもらえるというものでした。

この影響もあってか、多くのお子様、そし

て家族連れの方々に来ていただけました。

他にも、埼玉大学鐡道研究会の OB・OG の 

方や、埼玉大学の学生さん・また会員の保

護者様にも足を運んでいただきました。 

 

 

 

2. むつめグランプリ準優勝 

むつめ祭本部企画として、「むつめグラン

プリ」というものが行われました。むつめ祭

に来ていただいた方が、良いと思った企画

に投票する、というものです。そんなむつめ

グランプリですが、装飾(屋内)部門でなん

と準グランプリ(2 位)を頂きました！投票

してくださった方々、本当にありがとうご

ざいました。 

 

3. むつめ祭をやってみて 

 2019 年以来の開催であったため、むつめ

祭の経験があるのは今の 4 年生と院生のみ。

1～3年は、全く知らない状態でのむつめ祭

でした。私自身、むつめ祭の連絡担当をやり

ましたがなかなか苦戦しました。しかし、会

員全員の協力があってむつめ祭を無事に実

施することができたと思います。 

来年以降も、むつめ祭には出店する予定

です。今後も様々な方にご来場いただける

よう頑張っていきますので、よろしくお願

いいたします！ 

 そして改めて、来場してくださった方々

に感謝の言葉を申し上げて、むつめ祭報告

とさせていただきます。本当にありがとう

ございました！ 

写真 2 会場教室前の景色 
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2022 年 鐵道研究会旅行報告 
(旅行班)住本 一樹 

（経済学部 新 3年）

１．はじめに 

 平素より当会の活動にご理解、ご協力い

ただきまして誠にありがとうございます。

本稿では、2022 年における埼玉大学鐵道研

究会の活動のうち、旅行部門について報告

させ頂きます。 

 本年は 2 回の旅行を実施しました。いず

れも 2020 年から続く新型コロナウイルス

の影響により、手探り状態で計画立案する

ことになりましたが、約 3 年ぶりの本格的

な旅行立案に携われた点は、とても良い経

験でした。 

 次章では、6月 19 日に実施した新歓旅行、

第 3 章では 8 月 23 日～8 月 25 日にかけて

実施した夏旅行について報告させていただ

きます。最後までお付き合いいただけたら

幸いです。 

 

２．新歓旅行 

 2022 年最初の旅行は 6 月 19 日に実施し

た新歓旅行です。新入生 2 名をお迎えし、

計 12人(旅行担当を除く)で行いました。な

お、今回の新歓旅行は当時の情勢を踏まえ、

プレイヤー:1班 3名×3班、鬼:単独×3名

に分かれ「陣取りゲーム」を実施しました。

なお、陣取りゲームは4年次Y先輩立案で、

今回で 2 回目です。基本的に初回を踏襲す

る形で行いました。今回は「休日おでかけパ

ス」の範囲内を対象エリアとしています。 

 ルールは以下の通りになります（駅＝チ

ェックポイント、市区町村＝陣、と見立てる

と理解しやすいかもしれません）。 

① 市区町村を陣取りポイントを得ること

がプレイヤーの目的です。ただし、市区町

村を陣取るためには、その市区町村に属

する駅の取得が必要です。そこで、実際に

駅に行き、駅の写真を撮って駅を取得す

る必要があります（なお、ポイントは基本

的に各市町村の面積に依存しているので、

都心に近い方が獲得できるポイントは小

さい傾向にあります）。 

② 市区町村 1 つにつき 1 班しか占領でき

ないため、既に陣取られている市区町村

の取得は基本出来ません（従って、スター

ト地点・取得する順番が鍵となってきま

す）。 

③ ただし、陣取りたい市区町村の駅へ実

際に行き乗っ取りカードを利用すると、

強奪することもできます。 

④ カードはゲーム最中に 4 回発生するミ

ッションをクリアすることで得ることが

でき、獲得できる枚数や種類はミッショ

ンの達成順に左右されます。 

⑤ 各ミッションで最下位になった班は次

のミッション終了時まで鬼に追跡され、

捕まった場合ポイントが大幅に引かれま

す（鬼はプレイヤーの位置を確認可能） 

⑥ 占領ポイントの他、路線の端から端ま

で完乗することで得られるポイントもあ

ります（占領･完乗のバランスが鍵）。 

⑦ 採取的な勝敗は、占領ポイント等すべ

てのポイントを合算した値です。なお、そ

の値が同じになった場合、別途定めたル

ールに基づいて順位を決定します。 
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結果としては、唯一新入生がいなかった 1

班が優勝となったため、流石在校生チーム

…という印象でしたが、今回のゲームも全

ての班が一瞬でも 1 位になっていたため、

見ているだけでも面白かったです。 

 プレイヤーの思考も凄かったのですが、

今回特に凄かったのが鬼の方々ではないで

しょうか。東海道線を西に逃げるプレイヤ

ーに追いつくためだけに特急課金をしたり、

常磐線(松戸～我孫子)を右往左往している

プレイヤーを捕らえるために千葉駅付近か

ら急行して終了 11 分前に捕まえたり…と、

とにかく鬼の本気度が伝わってくる企画で

した。これでも、1回くらいはプレイヤーが

逃げ切れるよう、一時的に位置情報の更新

を封じるカードを用意するなどして、少し

でもプレイヤーが逃げやすくなる環境にし

てみたのですが…まだまだバランス調整不

足だったみたいです…。 

 ちなみに、今回のミッションの内容は 1

つ目から順に「○クドナルドへ行け」「『東西

南北』いずれかが付くバス停へ行け」「川･用

水に行け」「鉄道の廃駅･廃線跡へ行け」でし

た。また、特別ミッション「臨時快速･臨時

特急が入った発車標の写真を撮れ(新幹線

不可)」を 1度発動させています。ネット検

索するだけではなく、プレイヤーの方々の

発想力や普段の情報収集を試すミッション

になったのではないかと思います。 

 右の図が今回の陣取りゲームの結果にな

ります。自身で整理してみたかったので手

書きで表にしたのですが、あまりにも長く

なってしまいました。恐らく詳細まで確認

することは出来ないと思いますが、雰囲気

だけでも味わっていただけたらと思います。 

 

 
写真 1 陣取りゲームの点数推移表 

 

-1 
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３．夏旅行 

 2022 年 2 回目（結果的に最後）の旅行は

8月 23日～8月25日にかけて実施した夏旅

行です。なかなか予定が合わず、結果的に 5

人の夏旅行となりました（コロナ禍なので

寧ろ正しかったのかもしれませんが…）。 

 方面は多数決により京都･大阪で、基本的

には 2 名と 3 名に分かれた自由行動を中心

とすることでコロナ対策としました。ただ

し、1日目の嵯峨野トロッコ線、2日目の夕

食を全体行動で設定しています。また、3日

目の大阪難波～近鉄名古屋に関しては、2つ

の特急に分かれた行程で旅行する計画とな

りました。 

 改めて 2022 年を振り返ってみると、今年

はとにかく大雨などによる被害が大きく、

長期運休する例が多い年だったという印象

ですが、その例に漏れることなく、旅行数日

前に嵯峨野トロッコ線が大雨による倒木な

どの影響により数日間に渡って運休となり、

最初から旅程が大狂いでした（そのおかげ

で各自完乗できていない路線に乗れたので、

結果的にはそれでもよかったのかもしれま

せんが…）。 

 そのようなことがあり、結局 1 日目は大

阪駅に集合後、ホテルへ向かい各自で夕食

調達する流れになりました（ちなみに、大阪

駅で 551 の肉まんを購入したのですが、結

構おいしかったです。いつも並んでいて、そ

の後の旅程を考えて並ばず諦める店だった

のですが…）。 

 2 日目は、夕食まで 2 班に分かれて行動

しました。3人の班の方は、大阪周遊パスを

購入し、梅田スカイビル、昼食(お好み焼き)、

太陽の塔を巡りました。その他、完乗目的

で、大阪モノレール、南海汐見橋線、ニュー

トラムなどに乗車しています。 

 

写真 2 スカイビルから見た 3 本同時発車 

 

 

写真 3 南海汐見橋線(南海 2200 系) 

 

４．おわりに 

 何度も同じことを記述している気がして

申し訳ないのですが、とにかく手探り状態

で思うようにいかなかったのが今年の反省

点だと思っています。 

また、コロナを挟んでしまったために、伝

統が途切れつつあることも残念だと思いま

す。とはいえ、その一方で新たな伝統を築く

ための第一歩を踏み出せたこと、そして、そ

こに携われたことを嬉しく思います。 

 最後まで読んでいただきありがとうござ

いました。2023 年以降もどうぞよろしくお

願いいたします。 



 
クリスマス、極寒の京阪神を一人行く 

7 

 

クリスマス、 

極寒の京阪神を一人行く 
野上 恭佑 

（工学部 新 4年）

１．はじめに 

 12 月 22 日～26 日、年内のすべての講

義が終わったため、他の人がまだ講義や

課題に追われる中、それを横目に一足早

く旅行のようす、実質地元に帰省するま

での旅行記をまとめた。 

 

２．1 日目 

 午前 10時ころ、浦和駅に足を運んだ私

は、青春 18 きっぷを用いてひたすら西へ

進み始めた。1日目は、東海道本線で名

古屋まで到達することが目標。E231 系、

211 系に揺られること約 6～7時間で名古

屋に到着した。 

 

写真 1 栄にて 

 

写真 2 名古屋駅鍋焼きうどん 

  

名古屋に着いたのは午後 5時ころ、特に

することは決めていなかったが、せっか

くなので栄まで夜の散歩をし、お腹をす

かせた後に、名古屋駅で鍋焼きうどんを

食した。夜の散歩で冷えた体にはありが

たく、非常に美味であった。 

 

３．2 日目 

 この日は、名古屋から関西入りして、

比叡山越えで滋賀京都間を越えることを

目標に進んでいくこととした。名古屋か

ら米原まで 313 系にのんびり揺られ、近

江塩津経由で湖西線を堪能しつつ、着い

たのは比叡山坂本駅。ここから比叡山を

登って京都を目指す。この日は、最強寒

波が到来した日であり、ケーブルカーが

動いているのか非常に心配であったが、

その心配はなく、延暦寺へ向かった。山

頂付近は、雪が積もっており、また京都
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側へ向かうためには、延暦寺から山頂の

京都方面へのロープウェイ乗り場に向か

う必要がある。 

 

写真 3 比叡山山頂 

 

写真 4 比叡山ケーブル 

山頂までバスもあるのだが、私が選んだ

手法は、徒歩。ちょっとした雪山登山を

経験した後、山頂から京都へ下ることと

した。 

 

写真 5 叡山電車 

 

写真 6 京都タワー 

 

写真 7 205 系/京都駅 9番のりば 

 

下山後は、叡山電車を楽しみ、京都市

営地下鉄や京阪電車を楽しみ、京都駅へ

向かい、205 系に目を輝かせた。 

 

4．3 日目 

 クリスマスイブの 3日目は、京都をじ

っくりと観光してみた。清水寺や伏見稲

荷大社、石清水八幡宮を巡りながら、こ

の日のメインターゲットは京阪電車。京

阪の 1日乗車券を用いながら、京都の有

名どころを回っていくこととした。途

中、ういろうと抹茶をいただける京都ら

しさ全開の喫茶店で一服もでき、また寄

り道で嵐山に足を運んだ。ちょうど雪が

やんで虹がかかった写真をとることがで

きた。 
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写真 8 京阪 2400 系/三条駅 

 

写真 9 京阪 8000 系/京橋駅 

 

写真 10 石清水八幡宮ケーブル 

 

 

写真 11 伏見稲荷大社 

 

写真 12 渡月橋からの虹/嵐山 

 

 この日は、最終的に大阪へ足を運び、

大阪城や通天閣、締めのお好み焼き＆ハ

イボールなど、、夜の大阪を堪能した。

今考えてみれば、カップルが歩きまくっ

ているクリスマスイブの大阪城公園を、

よく一人で歩けたものだ、、、まあ、201

系に乗れたから文句なし！！ 
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写真 13 通天閣 

 

写真 14 お好み焼き/京橋モール千房 

 

写真 15 201 系/天王寺 

 

5. 4 日目 

 この日は、阪急阪神に乗車しながら、

主に神戸方面で気になった箇所で降りる

こととした。大阪梅田の並ぶ阪急電車に

圧倒され、甲子園球場や宝塚へ足を運

び、神戸の南京町(中華街)で腹を満たし

た 4日目。 

 

写真 16 阪急阪神パス 

 

写真 17 阪急大阪梅田駅 

 

写真 18 宝塚歌劇 
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写真 19 甲子園球場 

 

写真 20 南京町 

 

いろいろと訪れたのちに、姫路で宿泊。

山陽電車と夜の姫路城も制覇することが

出来た。特に面白いことはなく、淡々と

写真の箇所へいった感じだった、、 

 
 

写真 21 山陽姫路駅 

 

写真 22 姫路城 

 

6．5 日目 

 最終日は、地元の松山へ戻った。途

中、赤穂線経由で岡山駅へ、朝飯として

きび団子を摂取したのち、瀬戸大橋を渡

り、坂出からはトイレなし 7000 系に 5時

間ほど揺られた。途中伊予西条駅で長時

間停車があり、某キャラクターに嬉しく

なって記念撮影というほほえましい一幕

も、、こうして、地元の松山へ戻り、実

家のぬいぐるみに温かく迎えられ、極寒

の旅行は幕を閉じた。  

 

写真 23 きびだんご 
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写真 24 坂出駅同時発車 

写真 25 伊予西条駅記念撮影 

7．まとめ 

 今回は、いつものごとく青春 18きっぷ

での帰省+京阪神の私鉄を乗りながら観光

といった形での旅行記を綴った。ちょう

ど、最強寒波到来、クリスマスの時期に

単独旅行という、常人ならば心身ともに

する減りそうなことを行ったが、弊会内

では、日常茶飯事であり、ちょっとした

話として共有できる喜びを感じている限

りだ。 

ただ、今回の旅行は、淡々と乗りつぶ

しながら普通の観光もいれてといった感

じのため、いうほど見どころや面白エピ

ソードがあるわけではなかったなと思う

が、個人的には京阪神の私鉄は大好物で

あるため、また乗りつぶしに来れたのは

大きな収穫だ。

写真 26 実家で温かく迎えてくれたフレ

ンドたち 
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個人的鉄道の楽しみ方 
大山 陽哉 

(工学部 新 4学年）

1. この記事の作者について 
はじめまして。今年 4 月から 4 年にな

ります、工学部の大山と申します。今回は、

私なりに鉄道の楽しみ方を皆さんにご紹

介したいと思います。この記事を読んで、

「なるほどー」と思っていただけることが

少しでもあれば幸いです。 

私は、幼稚園生のころから鉄道が好きで、

鉄道会社で行われていたスタンプラリー

などに参加したり、青春 18 きっぷで水戸

まで行ったり、大回りで茅ヶ崎まで行った

りなどしていました。その点では、いわゆ

る「乗り鉄」だったのかもしれません。 

一方、中学生になった頃から、「発車メ

ロディー」にはまりだし、収録をし始める

ようになりました。長い棒の先にマイクを

付けて、同じ駅でフルコーラス鳴るまで粘

ったりなど、自分なりの鉄道に対する楽し

み方が変わっていきました。 

さらに、大学生になり、鐡道研究会に入

ったことにより、鉄道への愛はさらに深ま

っていくのではないかと思っていました

が、予想とは裏腹に鉄道に関する思いがど

んどん低下していきました。最近は、バス

や飛行機など、別の乗り物に乗り換えてい

ます。ただ、実際鉄道に乗るときには「〇

〇系だ」とか、「音が良いなー」とか、様々

なことを感じています。鉄道に興味が薄く

なりつつあるこの筆者なりの楽しみ方を

記述していきます。 

 

2. 乗るのは苦手？ 
昔は結構鉄道に乗っていました。しかし、

長時間乗っているということをしなくな

っています。例えば、埼玉大学に行くとき

に、池袋から埼京線で行くという行き方が

あります。私は、このルートは使っていま

せんが、入学前などに何度か使ったことが

あります。ただ、これですら長いと感じて

しまいます。快速であれば、池袋～南与野

は 30 分もかからずに行くことができます

が、それですら長いと感じてしまうあたり、

忍耐力が無いのでしょうか、、(笑) 

3. 発車メロディー全盛期な中学生 
 何故急に発車メロディーにはまったの

かは今でも謎です。乗っていると、発車メ

ロディーは耳に入るので、そこからはまっ

ていったのでしょう。発車メロディー趣味

全盛期は、発車メロディー収録のためだけ

に様々な駅へ行っていました。特にＪＲが

好きでした。ＪＲの発車メロディーは、車

掌さんが「ON,OFF」のボタンを押すことで

発車メロディーが鳴るシステムが中心な

ので、行っても曲が最後まで流れないこと

も多々です。それを、最後まで流れるまで

粘るのが、楽しかったのです。一番 1日で

粘ったのは、「北府中」でしょうか。武蔵

野線は日中 10 分に 1 本のためそもそもチ

ャンスが少ないです。そして、曲も長いの

でなかなか鳴りませんでした。府中本町方

面は妥協しましたが、目的だった西国分寺

方面の曲は、6 時間程度(記憶が曖昧です

がそれくらい)粘ってなんとか収録するこ

とができました。埼京線の池袋～南与野を

乗る忍耐力は無いのに、何故そこはそんな

に粘れたのでしょうか(笑) 

 

4. 最近の楽しみ方 
 ここまで、自己紹介的なものが長々と続

いてしまいました。最近、鉄道に関する思

いは昔ほどではなくなっています。しかし、

やっぱり鉄道は魅力的だなと思います。こ

こからは、そこまで興味がなくなった人間

の楽しみ方を紹介していきます。 

 

(1)音を楽しむ 

 私は、中学生時代に発車メロディーが好

きでした。今では録音はほとんどしなくな

ってしまいましたが、乗るときは意識的に

聞いています。といっても、「お、今日は

フルコーラス流れるんだー」とか、「遅れ

てるから鳴らなそうだなー」とか。 

発車メロディー以外にも、鉄道に乗って

いると様々な「音」が聞こえてくると思い

ます。例えば、車掌さんの放送、線路のつ

なぎ目部分を通過する音、雨の日に線路が
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濡れて車輪が空転する音。このような音を

意識しながら、私は鉄道に乗っています。 

 

(2)車両を楽しむ 

 大学の近くを走る、武蔵野線や埼京線は、

走っている車両の種類がいずれも少ない

です。一方、私鉄では様々な車両が現役で

走っており、それぞれ違った特徴がありま

す。例えば、下の写真の 40000 系。この系

統の 1部は、ロングシートとクロスシート

の転換ができるようになっており、通常時

はロングシートで運転しています。椅子も

ひじ掛けがあるタイプなので、乗りやすい

です。このような違いを楽しんでいます。 

 

 
写真 1 西武 40000 系 

 

(3)たまーに撮りたくなる鉄道 

 私は、鉄道以外にもバスや飛行機の趣味

も持っています。バスや飛行機を撮ること

が最近は多いですがやっぱりたまーに鉄

道は撮りたくなります。特にバスとの違い

は、撮影できる場所がある程度決まってい

ることです。バスは、道路を走るためかい

ろいろな場所で撮れますが、鉄道は撮れる

場所が少ないです(駅、踏切とか？)。 

なかなか慣れないなかの撮影ではありま

すが、たまには撮ります。そんな写真を、

最後の方に載せたので是非ご覧ください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

5. 最後に 
 ここまで、私なりの鉄道の楽しみ方を紹

介してきました。そこまで特徴的な楽しみ

方はしていませんが、これを読んでくださ

った皆様が鉄道に乗る際に、何か少しでも

意識が変わることがあれば、記事を書いた

ものとしてうれしい限りです。ここまで読

んでいただき、ありがとうございました！ 

(最後におまけの写真数で白紙を埋めます

笑笑) 

 

 

6. 個人的写真集 

 
写真 2 西武 30000 系 

 

 
写真 3 西武 101 系 


